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異文化におけるマネジメントと知識の移転

日　時　平成３0年11月 ３ 日（土）14：00～1７：00
場　所　国民経済大学（ベトナム・ハノイ）

共　催　国民経済大学ビジネススクール

【挨拶・趣旨説明】
TranThiVanHoa（国民経済大学副学長）

（専修大学社会知性開発研究センター／アジア産業研究センター客員研究員）

小林　守（専修大学商学部教授）

（専修大学社会知性開発研究センター／アジア産業研究センター代表）

【講　演】
⑴　ManagementofCross-culturalRiskinBusiness-Focusingonthecase

ofVietNam
上田　和勇（専修大学商学部教授）

（専修大学社会知性開発研究センター／アジア産業研究センター研究員）

⑵　KnowledgetransferbetweenuniversitiesandJapanesecompanies in
VietNam

TranThiVanHoa
⑶　Firm’sIntelectualCapitalinVietnam
LeThiLanHuong（国民経済大学准教授）

（専修大学社会知性開発研究センター／アジア産業研究センター客員研究員）

【パネルディスカッション】
「異文化におけるビジネスリスク」
上田　和勇
内野　明
小林　守
TranThiVanHoa
LeThiLanHuong

【総　括】　
TranThiVanHoa
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【司会・進行】
内野　明（専修大学商学部教授）

（専修大学社会知性開発研究センター／アジア産業研究センター研究員）

社会知性開発研究センター／アジア産業研究センター（研究代表＝小林守商

学部教授）は，11月 ３ 日に国民経済大学ビジネススクールと共催で国際シン
ポジウムをベトナムのハノイで行った。テーマは「異文化におけるマネジメ
ントと知識の移転」。国民経済大学ビジネススクールの教員や学生，本学教
員を含めた約３0人の聴衆を前に関連テーマの講演とパネルディスカッション
が行われた。

国民経済大学ビジネススクールと本学商学研究所は2011年に国際交流組織
間協定を結んでおり，1５年，大学間協定に発展した。

シンポジウム開催に先立ち，小林代表から同大学ビジネススクールとのこ
れまでの関わり，本シンポジウムの趣旨説明がなされた後，内野明商学部教
授の司会のもと，講演として，ビジネスにおける文化の違いについて３つの
視点で報告がなされた。

まず上田和勇商学部教授がベトナムの事例に基づくビジネスにおける異文
化リスクのマネジメントの視点で，次に国民経済大学 TranThiVanHoa 副
学長らがベトナムの大学と日本企業との知識移転のあり方の視点で，最後に
国民経済大学 LeThiLanHuong 准教授らがベトナムにおける企業の知的資
本のあり方の視点で報告を行った。

パネルディスカッションでは，司会を内野教授，コーディネーターを小
林代表が務め，パネラーには上田教授，TranThiVanHoa 副学長，LeThi
LanHuong 准教授が参加し，日本とベトナムのビジネスにおける文化の違
いがもたらす課題とその解決方法のあり方について議論した。

なお，本シンポジウムでは，14年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事
業」に採択された「メコン諸国における経済統合の中小企業への影響につい
ての研究―『ASEAN サプライチェーン』の観点から」プロジェクトがこれ
までの５年間実施したメコン地域５ヵ国（タイ，ミャンマー，ベトナム，ラオス，カ

ンボジア）の調査結果報告もなされた。


